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令和４年度各会計別の予算総額（１万円未満四捨五入）

一般会計 191億8,100万円

特
別
会
計

　国民健康保険 3１億9,098万円

　後期高齢者医療 3億2,331万円

企
業
会
計

水道事業

収益的収入 ５億7,822万円
収益的支出 ５億5,395万円
資本的収入 2億1,125万円
資本的支出 5億3,396万円

下水道事業

収益的収入 11億4,403万円
収益的支出 10億6,768万円
資本的収入 4億8,309万円
資本的支出 9億6,753万円

　病院事業

収益的収入 16億  347万円
収益的支出 １8億3,493万円
資本的収入 2億5,380万円
資本的支出 2億7,425万円

4年度
予算

一般会計予算額は
191億8,100万円

― 前年度比３億5,000万円（1.8％)減 ―

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

3
月
8
日
に
ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ
パ
ン
を
市
の
三
役
と
議
員
で

現
地
視
察
し
た
。
同
校
の
説
明
で
は
、
ハ
ロ
ウ

ス
ク
ー
ル
は
地
元
へ
の
好
影
響
と
し
て
、
固
定

資
産
税
な
ど
の
税
収
増
加
に
つ
な
が
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
学
校
法
人
へ
の
課
税
基
準
、
固
定

資
産
税
な
ど
を
ど
う
評
価
し
試
算
し
て
い
る
か
。

ハ
ロ
ウ
ス
ク
ー
ル
の
建
物
は
、
民
間
の
会
社
が

所
有
し
、
学
校
法
人
に
貸
し
付
け
す
る
方
針
で

あ
る
。
そ
の
た
め
学
校
法
人
な
ど
に
規
定
す
る

免
除
の
対
象
に
な
ら
ず
、
通
常
の
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
る
。
他
に
は
、
先
生
方
な
ど
が
住

所
を
移
し
た
場
合
に
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
。

滞
納
繰
越
金
が
数
カ
所
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
関
係
で
経
済
が
停
滞
し
、
今
後
滞
納
額

が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。
納
税
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

滞
納
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
度
の
コ

ロ
ナ
徴
収
猶
予
金
が
増
加
し
て
い
る
。
１
年
間

の
猶
予
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
滞
納
者
に
丁

寧
に
説
明
し
、
計
画
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
。

公
有
財
産
購
入
費
の
西
根
総
合
支
所
移
転
先
土

地
購
入
費
、
同
建
物
購
入
費
の
面
積
と
購
入
後

の
移
転
時
期
、
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

大
更
駅
前
の
旧
Ｊ
Ａ
支
所
の
土
地
を
４
年
度
に

購
入
す
る
。
西
根
総
合
支
所
の
機
能
を
総
合
的

に
検
証
し
、
５
年
度
に
施
設
の
改
修
整
備
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
準
備
が
整
い
次
第
開
設
を
考
え
て
い
る
。

結
婚
に
伴
う
経
済
的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、
新

婚
世
帯
に
対
し
て
家
賃
な
ど
の
支
援
は
。

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
29
歳
以
下
の
5
組

に
60
万
円
、
30
歳
以
上
で
39
歳
以
下
の
3
組
に

30
万
円
を
支
援
す
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
欧
州
が
大
変
な
事
態
に

な
っ
て
い
る
。
安
代
り
ん
ど
う
海
外
活
用
事
業

の
ル
ワ
ン
ダ
で
の
出
荷
状
況
は
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
１
０
3
万
本

ほ
ど
輸
出
し
た
。
内
外
の
諸
情
勢
の
影
響
は
少

な
く
、
前
年
の
約
18
％
増
で
推
移
し
て
い
る
。

八
幡
平
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
バ
レ
ー
推
進
事
業
負
担

金
、
約
３
５
０
０
万
円
の
使
い
道
は
。

今
年
度
採
択
さ
れ
た
地
方
創
生
推
進
交
付
金
2

分
の
１
の
補
助
を
活
用
し
、
田
山
地
区
の
診
療

所
の
遠
隔
診
療
や
見
守
り
な
ど
を
行
う
。

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
環
境
整
備
事
業
の
内
容
と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
者
の
見
込
み
数
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

市
の
補
助
対
象
は
コ
ー
ス
整
備
、
ゲ
レ
ン
デ
の

草
刈
り
の
ほ
か
、
雪
崩
の
危
険
性
の
雪
観
測
や

監
視
で
あ
る
。
外
国
人
客
に
人
気
が
あ
る
商
品

だ
が
、
コ
ロ
ナ
前
の
約
６
割
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
法
改
正
で
観
光
と
一
体
と
な
っ
た

文
化
財
保
護
、
活
用
の
在
り
方
が
規
定
さ
れ
た
。

庁
内
の
連
携
体
制
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
か
。

昨
年
4
月
の
機
構
改
革
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
と

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
設
置
し
体
制
を
整
え
た
。

庁
内
全
般
に
つ
い
て
企
画
経
営
会
議
的
な
も
の

を
立
ち
上
げ
、
少
人
数
で
横
断
的
な
検
討
が
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ふるさと応援寄附金
推進事業

【事業内容】　八幡平市の魅力
を全国に発信し、寄附金を受
け入れ、寄附者に対して返礼
品の贈呈を行う。

ふるさと納税パンフレット

【予算額】 １億5,788万円

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ
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高齢者等温泉館
管理運営事業

【事業内容】　「七時雨憩の湯」、
「なかやま温泉館」、「綿帽子温
泉館」の管理運営を行う。

なかやま温泉館

【予算額】 5,668万円

交通安全普及推進事業

【事業内容】　交通安全啓発を
季節に合わせて、交通安全協
会、交通安全母の会、交通指導
隊などと協力して実施する。

交通安全を呼び掛ける風景

【予算額】 631万円

花き品種開発事業

【事業内容】　日本一のリンド
ウ産地として、高品質な「安代
りんどう」の生産および市場
占有率拡大を図る。

日本一の生産量「安代りんどう」

【予算額】 4,０８3万円

道路等維持補修事業

【事業内容】　冬季の凍結や車
両通行による道路付帯構造物
の破損箇所の補修など市道維
持管理および改修を行う。

冬季の凍結による陥没ひび割れ

【予算額】 １億２４万円

起業市民プロジェクト事業

【事業内容】　市内で起業した
事業者を支援し、医療などの
先端技術産業の集積を図るメ
ディテックバレーを推進する。

見守りサービス 「Hachi」

【予算額】 3,920万円

　令和４年度の予算は、３月
８・9・10・14・15日の5日間、
予算特別委員会を開き、審査
しました。同委員会では一般
会計と２特別会計、３企業会
計を原案のとおり可決すべき
ものと決定。第１回定例会最
終日の３月１８日本会議で全て
原案のとおり可決され、令和
４年度の予算の使い道が決ま
りました。ここでは、予算特
別委員会での質疑や４年度の
主な事業などを紹介します。

ＱＡ

Ｑ ＡＡＱ
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平舘高等学校教育振興事業

【事業内容】　教育支援、部活
動の強化、進路指導などの支
援を行う平舘高等学校教育振
興会の事業に対し補助を行う。

岩手県立平舘高等学校

【予算額】 ５６３万円

　統合事業配水連絡管　　
整備事業

【事業内容】　安定した水道水
の供給のため新小屋の沢配水
池から配水連絡管を敷設する。

新小屋の沢配水池

【予算額】 5,290万円

文化財保護事業

【事業内容】　日本遺産に認定
された安比川流域の漆文化に
ついて、調査・研究を進め、保
存・活用を図る。

八幡平市博物館前にある漆室

【予算額】 ５３４万円

討
論(
一
般
会
計
・
３
月
18
日
本
会
議)

【
反
対
討
論
】　
工
藤　
多
弘　
議
員(

無
会
派)

　
は
じ
め
に
、
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
の
実
施
設
計
以
外
の

予
算
に
は
反
対
で
は
な
い
。
ま
た
、
今
議
会
の
一
般
質
問
の
市

長
答
弁
で
「
４
階
建
て
あ
り
き
で
は
な
い
」
と
の
答
弁
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
賛
成
し
た
。
し
か
し
、

私
が
考
え
て
い
る
施
設
へ
の
見
直
し
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
や

約
１
億
４
千
万
円
の
施
設
実
施
設
計
業
務
委
託
料
を
計
上
し
な

が
ら
「
大
幅
な
見
直
し
を
す
る
」
と
い
う
市
長
の
答
弁
は
矛
盾

し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
の
予
算
計
上
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
番
重
要
な
こ
と
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
「
図
書
館
は

今
あ
る
も
の
で
十
分
、
そ
の
分
の
お
金
を
困
っ
て
い
る
多
く
の

市
民
の
た
め
、
市
民
生
活
の
向
上
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声

を
議
会
を
通
し
て
行
政
に
伝
え
続
け
る
こ
と
が
、
私
の
議
員
と

し
て
の
使
命
と
考
え
、
本
会
議
で
は
反
対
す
る
決
心
を
し
た
。

【
反
対
討
論
】　
米
田　
定
男　
議
員(

日
本
共
産
党)

　
主
な
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
駅
前
顔
づ

く
り
施
設
実
施
設
計
業
務
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

成
果
が
見
通
せ
な
い
ま
ま
の
巨
額
の
投
資
で
は
な
く
、
的
確
な

事
業
内
容
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、

ハ
ロ
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
安
比
ジ
ャ
パ
ン
へ
の

１
・
６
億
円
の
補
助
金
に
つ
い
て
必
要
性
や
金
額
の
根
拠
が
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
議
員
と
し
て
無
条
件
の
黙
認
と
い
う
態

度
を
と
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
国
保
税
の
子

ど
も
へ
の
均
等
割
賦
課
は
、
税
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
容
認
で
き

な
い
。
所
得
ゼ
ロ
の
者
に
対
し
て
税
を
賦
課
す
る
の
は
、
税
に

よ
る
格
差
拡
大
で
あ
る
。
四
つ
目
は
、
学
童
保
育
支
援
員
の
賃

金
引
き
上
げ
措
置
が
９
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
貧
困
克
服
と

い
う
政
治
の
課
題
に
逆
行
し
た
予
算
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
賛
成
討
論
】　
勝
又　
安
正　
議
員(

八
起
会)

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
１
９
１
億
８
１
０
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
３
億
５
千
万
円
減
、
率
に
し
て
１
・

８
％
の
減
、
主
な
要
因
は
統
合
保
育
所
整
備
事
業
費
の
減
、
繁

殖
育
成
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費
の
減
、
地
方
債
償
還
元
金
の
減

な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
企
業
誘
致
推
進
事
業
費
や

体
育
振
興
事
業
費
な
ど
は
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
規
市
債
発

行
額
見
込
み
の
減
な
ど
に
よ
り
、
市
債
の
住
民
１
人
当
た
り
の

残
高
見
込
み
は
前
年
度
よ
り
６
万
３
千
円
減
の
６５
万
３
千
円
と

な
り
、
着
実
に
借
入
額
を
減
ら
し
、
市
民
へ
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
い
る
。
第
２
次
八
幡
平
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
施
策
目

標
の
実
現
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
少

子
化
対
策
と
し
て
出
産
祝
金
支
給
事
業
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
果
的
に
配
分
し
て
お
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。 【

賛
成
討
論
】　
井
上　
辰
男　
議
員(

八
起
会)

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
前
年
度
対
比
で
３
億

５
千
万
円
減
の
１
９
１
億
８
１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
主
な
要

因
は
、
地
方
債
償
還
元
金
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
昨

年
１０
月
に
就
任
し
た
佐
々
木
市
長
の
初
め
て
の
予
算
編
成
で
あ

り
、
随
所
に
市
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
に
取
り
組
む

姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
て
い
る
。
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
出
産
祝
金
１
人
５０
万
円
の
支
給
や
平
舘
高
校
入
学
者
へ
の

１
人
３
万
円
の
制
服
代
補
助
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と

し
て
も
高
く
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
市
の
借
金
で
も
あ
る
市
債

は
前
年
度
よ
り
１９
億
２
５
６
万
円
減
の
１
５
８
億
２
６
５
３
万

円
を
見
込
む
な
ど
、
次
世
代
に
負
担
を
残
さ
ず
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
市
民
が
求
め
る
施
政
を
１
つ
１
つ
着
実
に
達
成
し

て
い
く
も
の
と
大
い
に
期
待
す
る
。
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